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1. はじめに 

 洪水や渇水に代表される河川の流況は流域の気候・地理条件によって決定されているが，両者の関係につ

いては未だに十分に整理されていない．そのため，流域の気候・地理条件から河川の流況を推定することは

現在のところできないが，両者の関係が整理されれば，流量データが得られないところでも気候・地理条件

から河川流量を推定できるのではないかと著者らは考えている．そこで，本研究は流況曲線形状を決定する

豊水量・平水量・低水量・渇水量とダム流域内の気候・地理条件の関係を整理することを目的とする． 

2. 方法 

2.1. 豊水量，平水量，低水量，渇水量の算出 

 本研究は，二川，一庫，岩瀬，厚東川，緑川，椋梨，永瀬，野村，新豊根，青蓮寺，下筌，椿山，鶴田，

湯原の各ダムの 1990 年から 1992 年までの日雨量，日流量データを多目的ダム管理年報から収集した．また，

鹿ノ子，十勝，岩尾内，漁川，美利河，寒河江，玉川，大川の各ダムの 2006 年から 2008 年までの日流入量

データをダム諸量データベースから収集し，日雨量は気象庁のアメダスデータおよび水文水質データベース

から収集した．収集したダム流入量データから毎年の豊水量・平水量・低水量・渇水量を流域別に算出した．

図-1 は対象としたダム流域の位置を示し，図-2 は 1990 と 2006 年の流況曲線を示している． 

2.2. 流域の地理的条件の算出 

 流域の地理条件の抽出を行うため，まず国土地理院が整備した数値地図情報を入手した．このデータから

各流域のデータのみを抜き出すためには，流域の切り出し作業が必要である．この作業には，数値地図情報

の行政区域，河川，ダム，および国土地理院発行の数値地図 50m メッシュ(標高)データを使用した． また，

作成した流域内の地理条件を算出するため，集水域の 50m メッシュラスタデータを 1km メッシュのポイン

トデータに変換し，このデータをもとに取得した 3 次メッシュコードを求めた．この 3 次メッシュコードを

用いて流域の土地利用，土壌，地質についてのデータを切り出し，それぞれの項目別の面積率を抽出した． 

2.3. 流域の気候・地理条件が河川の流況に与える影響の評価方法 

 流域の気候・地理条件が流況に与える影響を調べるため，気候・地理条件を独立変数，豊水量・平水量・

低水量・渇水量を従属変数として重回帰分析を行った．変数選択法には変数増減法を採用し，採否の基準と

して F 値 2.0 を採用した．なお，独立変数の基準化は行っていないため偏回帰係数の絶対値による従属変数

への影響度を評価することができない．そこで，各独立変数の t 値で従属変数への影響度を評価した．また，

流域の地域特性値として年間降水量を取扱って 3 年間の平均年間降水量を独立変数とする重回帰分析(表-1)

と，年間降水量は年々変動するものなので毎年の年間降水量を独立変数とする重回帰分析を実施した．これ

により，年間降水量の取り扱い方の影響について考察した． 

3. 結果 

 表-1 は 3 年間の平均降水量を独立変数とした重回帰分析結果であり，従属変数である豊水量・平水量・低

水量・渇水量に対する影響度を示す各独立変数の t 値の絶対値の大きい順に並べてある．この結果から，流

況に最も影響を与えているのは年間降水量であり，年間降水量が大きくなるほど豊水量・平水量・低水量・

渇水量は大きくなることがわかる．図-3 では重回帰式と流域の気候・地理条件を利用して，新豊根ダムにお
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